


























































































































































































」（1:2, 7, 8; 
3:8, 10（×2）; 4:1, 2, 6）というものがある。ヨナ書におけるその言葉の意







































































































































































































































る王を批判する預言者が何人も見られる列王記（王上 14:6.; 16:1.; 





































































ることを指す用法が一般的である（ヨシュ 8:27、王上 12:24; 13:26; 
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